








































































とある。 『明史』巻七四・職官志の記事も同じであるが、ただ年月を建文四年とし、 「啓忠等十斎」とある この京衛武学は、恵帝が燕王（のちの成祖）の軍（いわゆる靖難の役）を防ぐため、武官養成の必要上設けたのであるから、 燕王の即位後は直ちに廃止された。その後 沿革については、 『欽定続文献通考』巻五〇に
宣宗宣徳七年、令衛所官舎軍餘俊秀者、許入附近州県学、聴本処郷試。











































































其師、於王府長史 紀善 伴読 教授等官、択学行優長者除授。





























































これによると、教授司の下に塾を設け、八才から十五才までの童生に初等教育を施し 十五才以上 なると、提学官の入学試験をうけて教授司に進んだ。教授司は大体府州県の儒学 同じ程度で、
餼
廩



































とあって、南京は依然京師で 北京は行在 ていた。 が永楽十九年正月に北 の宮城が完成し ので、 『明史』巻七・成祖本紀の、
（十八年九月）丁亥、詔自明年、改京師為南京、北京為京師。……十一月戊辰、以遷都北京詔 下










































したのを「国子監」と改め、学官の制も大いに完備された。 「監」とは官署の意で、 政府が直轄する 立大学などの意味にあたる。 『大清一統志』巻五〇・江寧 の条に
江寧府学、在府治西北、雞鳴山之陽。明洪武十四年、建為国子監。

























































































































































































































































































































































































































た。 「納貢」は 地方儒学の生員で、粟や馬を納めて、国子監に入った者である。 『明史』選挙志に、
納貢、視例監稍優、其実相仿也。



































この時だけでやめたとあるが、事実その後も 物納 よって入監する者があったらしい。成化二年、南京が飢饉であったので、守臣は例監を公許しようと建議したの 対して、礼部尚書の姚
夔
は、
太学乃育才之地。近者直省起送四十歳生員及納草納馬者、動以万計、不勝其濫。且使天下以貨為賢、士風日陋。
と、教育の立場から痛烈の反駁をしたので、
帝以為然、為却守臣之議。
と、選挙志に注目すべき記事がある。しかし、そ 下文に、
然其後、或遇歳荒、或因辺警、或大興工作、率援往例行之、訖
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房」といった
─
に入り毎月
餼
廩を給される外に、歳時に布帛・文
綺を賜り、 正月や元宵
　
一月十五日
　
などの諸節には、 「節銭」といって、
賞与までも給った。 『明史』選挙志に、
学旁以宿諸生。謂之号房。厚給廩
餼
、歳時賜布帛・文綺・襲衣
巾
鞾
。正旦・元宵諸令節、倶賞節銭。
とある。在京久しい監生は、父母の喪はもちろん、帰省もでき、その時には道里の費と て衣服や金銭を賜った。 『明史』選挙志に
諸生在京師歳久、父母存、或父母亡而大父母・伯叔父母存、皆遣帰省、人賜衣一襲・鈔五錠 為道里費。
とある。のみならず、妻子ある者には「紅倉」とい て家族寮があたえられ、未婚者には銭を賜うて、結婚の斡旋までしていただけた。『明史』選挙志に、
孝慈皇后
　
太祖の后馬氏
　
積糧監中、 置紅倉二十餘舎、 養諸生之妻子。
歴事生未娶者、賜銭婚聘、及女衣二襲、月米二石。
とあり、監生の生活一切が保証されていた。それに後項で述べる仕官の途も開かれてあり、洪武・永楽の頃、太学の最も盛んであった当時には、南北監生数千人の多きに達した。 『明史』選挙志に、
弘治中、南京祭酒章懋言、洪・永間、国子生以数千計。
とある。国子監に要した国費も莫大であったと思われる。
（未完）
［追記］本稿は本誌七号掲載に続くもので、河住玄著『明代の教育制度』 （油印本。一九五四年）の本文の一部である。常用漢字に改めるなど若干の訂正を加えた。なお本文の引用史料には返り点、送
　「土官生」とは、府州県学の「生員」の項〔本誌七号、三二頁〕
　
で記しておいた四川・雲南・貴州・広西地方の土官の子弟で、その地の儒学から貢生として京師に送られてきた者である。 『欽定続文献通考』巻四七に、
雲南・四川等土官、時遣子弟民生入監者甚衆。
とある。　「外国生」とは、日本・高麗（洪武二十五年、李成桂、朝鮮国を建つ）暹羅・琉球など 諸外国からの留学生である。 『欽定続文献通考』に、
（洪武）三年、高麗遣其国金濤等四人来学。次年濤成進士帰。自是日本・琉球・暹羅諸国、皆有官生、入監読書。朝廷輒加厚賜、并給其従人。
とある。なお『欽定続文献通考』に、 蒋一葵（明の常州の人）の「長安客語」を引いて、
国初、高麗遣金濤等入太学。其後各国及土官、亦皆遣子入監。監前別造房居之。
（欽定続文献通考に「房百間」とあり）
名王子書房。今太
学前有交趾号舎。葢成祖設北監以来、所以処交趾 生者。
と、外国生・土官生のために、別に宿舎の設備が ったことが記されている。 『明史』選挙志には
永宣
　
永楽・宣徳
　
間、先後絡繹。至成化・正徳時、琉球生猶有至者。
と伝えている。即ち外国生の留学は明初に盛んで、中葉以後は漸く絶えたことが察せられる。　
国子監の監生は、 すべて官費で、 学舎の旁の寄宿寮
─
それを「号
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り仮名が付されているが、印刷の都合上省略した（渡記） 。　　　　　　　
  河住
　
玄
　　
一九〇八年生

渡
　
昌弘
　　
人間環境大学教授（中国社会文化論）
